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作品部門

竹中技術実務研修センター 想
〈2011年 3 月号〉

第11回　読者と選ぶ

　　　「建築と社会」賞入賞発表
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　竹中技術実務研修センター 想（おもい）は、建物の「品質のつくり込みの
プロセスを確実に次世代に伝承する」という基本方針のもと、「見て・触れ
て・体得する」という体験型研修をコンセプトとした施設です。五感を研ぎ
澄ませて学ぶ「ものづくり精神伝承の場」として、作業所の状況に近い半屋
外の環境をつくり、内外装の素材や構造をそのまま活かすことで全体に切り
詰めたデザインとしました。工事中の建物を再現した実物大躯体や様々な展
示物、講義室を内包する大空間では、照明や空調設備に頼らずに快適な研修
を行えるよう、敷地南側の高台にある既存樹木群と大きな軒庇による日射負
荷低減、自然通風を活かした温度差換気、トップライトからの屋根面採光な
ど、自然の力を活かしたパッシブな環境技術を最大限に活用しています。ま
た、敷地の緑豊かな景観を維持し、既存の研修施設群との連携を図ること
で、人と自然をつなぐ研修環境の形成を目指しました。

川合智明　かわい・ともあき
1984年竹中工務店入社、
現在大阪本店設計部長
主な作品
YHP神戸事業所（1992）
三宮ビルディング南館（1999）
清荒神清澄寺　史料館（2008）

大平滋彦　おおひら・しげひこ
1988年竹中工務店入社、
現在大阪本店設計部副部長
主な作品
新日本海フェリー敦賀ターミナル（1996）
聖ヨゼフ学園京都暁星高等学校（2003）
関西大学高槻ミューズキャンパス（2010）

田中光典　たなか・みつのり
1989年竹中工務店入社、
現在大阪本店設計部課長
主な作品
日本近代文学館成田分館（2006）
三井ガーデンホテル汐留イタリア街（2007）
関西大学堺キャンパス（2011）

所在地―兵庫県川西市柳谷隠場41-1
建築主―株式会社竹中工務店
設計・監理―株式会社竹中工務店
施工―株式会社竹中工務店

撮影：古川泰造
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作品部門

池田泉州銀行夙川支店
〈2011年 4 月号〉

　閑静な住宅街『夙川』にふさわしい“まちに溶け込む銀行”、また、池田
泉州銀行合併後の第1号店として“新たなイメージを発信する銀行”を目指
しました。
　店舗面積500㎡以下という地区計画の制約の下、敷地全体を最大限利用し
た平屋建てとし、極限までコンパクト化した店舗ボリュームと制約外の駐輪
場ボリュームを、駐車場を兼ねた中庭で繋げ、それらの上にコの字型の大屋
根を載せかけ、全体を一つに纏めました。『 1枚の屋根＋パネル壁』という
シンプルな形態を、『ガラス・白・緑』の 3つの要素で構成し、この地にふ
さわしい端正さを表現しています。
　中庭は、ガラススクリーンを介して内部空間に明るさと広がりをもたらす
と同時に、透明感と開放感を強調し、敷地内外の境界を曖昧にし、自然と
人々を引き寄せています。また、屋上の四季折々の彩りある風景は、阪急電
車や周辺から見る人に安らぎを与え、この街に一層の豊かさを提供していま
す。中庭を中心とした地表面での景と併せ、新たなイメージの発信を実現す
ることができました。

井上雅祐　いのうえ・まさひろ
1990年　大阪大学大学院工学研究科　修了
1990年　株式会社大林組入社
1999年　 東ロンドン大学ディプロマコース修了
現在　　大阪本店建築設計部
主な作品
空港施設関空格納庫（2002）、天聖真美会宣教本
部（2005）、太陽生命姫路ビル（2007）、太陽生命
京都ビル（2010）

杉本憲祐　すぎもと・けんすけ
1994年　大阪大学大学院工学研究科　修了
1994年　株式会社大林組入社
現在　　大阪本店建築設計部
主な作品
関西学院大学スポーツセンター（2000）、大阪梅
田池銀ビル（2007）、天聖真美会世界会館（2010）

伊藤　翔　いとう・しょう
2006年　京都大学大学院工学研究科　修了
2006年　株式会社大林組入社
現在　　大阪本店建築設計部
主な作品
キッザニア甲子園（2008）、池田泉州銀行夙川支
店（2010）

所在地―兵庫県西宮市寿町
建築主―株式会社池田泉州銀行
設計・監理―株式会社大林組大阪本店一級建築士事務所
施工者―株式会社大林組

撮影：河合止揚（アトリエリベラ）
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龍谷ミュージアム
〈2011年 6 月号〉

赤木　隆　あかぎ・たかし
1972年　兵庫県立兵庫工業高校建築科卒業
1972年　㈱日建設計に入社
現在　　設計部門デザインパートナー
主な作品
龍谷大学大宮図書館（日本建築学会作品選奨）（2008）、
華頂短期大学葵の広場計画（2009）、神戸危機管理セ
ンター（2011）、福岡大学中央図書館（2012）

下坂浩和　しもさか・ひろかず
1988年　神戸大学工学部建築学科卒業
1989年　ワシントン大学（シアトル）
1991年　神戸大学大学院工学研究科建築学専攻修了
1991年　㈱日建設計に入社
現在　　設計主管
主な作品
宇治市源氏物語ミュージアム（1998）、大阪府済
生会中津病院　北棟（2002）、日本興亜日本橋ビ
ル（2009）

所在地―京都市下京区西中筋通正面下る丸屋町117他
建築主―学校法人龍谷大学
設計監理―株式会社日建設計
施工―株式会社淺沼組

　龍谷大学創立370周年事業のひとつとして開設された仏教に関する
総合博物館である。
　堀川通りと油小路にはさまれた敷地は、東側は大通りをへだてて西
本願寺と向かい合い、西側には小路に沿って門前町が広がっている。
　展示室を堀川通り側2、3階に配置し中庭の明るさが通りから感じ
られるように、 1階はスパン約35メートルのピロティの奥をガラス
張りとした。また、建物の下をくぐって東西ふたつの通りをつなぐ
通り抜け路地を設けることで開かれたミュージアムを具体化し、周↗

辺の門前町に貢献することに配慮した。
　西側ファサードの簾状セラミックルーバーは、展示室のコンク
リートの量感を視覚的に和らげるだけでなく、西日が直接壁にあた
らないように日射遮蔽の役割も果たしている。波打つ躍動的な形は
西本願寺が所蔵する国宝「三十六人歌集」の中から水の流れを描い
た伝統模様を建物にあわせて翻案し、ミュージアムの活発な活動が
波紋のように広がる様をイメージしながらデザインした。

↘

※

※

撮影：※東出清彦、他近代建築社
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　公営住宅においてストック活用が始まった
のは、1975年頃、 2戸 1改造や 1室増築とい
う方法で行われました。それから 7～ 8年遅
れて公団・UR住宅が同様のやり方でスタート
しました。住戸の床面積を拡げることが眼目
でした。その後、公営と公団・UR住宅は相次
いで住戸内部の改修や設備の改善に向かい、
2000年代に入る頃からストックの総合的な活
用計画に取り組むことになったのです。
　2007年にURが「ルネッサンス計画1」を発
足させ、ひばりヶ丘団地と向ヶ丘第一団地を
対象に、住戸のみならず住棟単位の改修技術
を開発することになりました。このプロジェ
クトは団地再生のスケールの改修となり、画
期的な成果を挙げました。「ストック活用時
代の夜明け」の論考は、向ヶ丘第一団地プロ
ジェクトへの評価を契機として執筆したもの
です。
　私はこのプロジェクトを高く評価していま
すが、今後の課題は少なくありません。築後
年数の長い団地住宅ストックはおしなべてス
ケルトンの質水準が低いので、これをどのよ
うに扱うか、また改修の経営採算面からの検
討も必要です。こうしたバリアを斬新な技術
開発やシステム構築によって乗り越えなけれ
ばなりません。将来、UR住宅における技術的
成果がURの 3倍にも及ぶ戸数を持つ公営住宅
団地に生かされることになれば、ストック時
代の「夜明け」は終わりをつげ、いよいよ本
格的な活動期を迎えることになるでしょう。

論考部門

ストック活用時代の
夜明け〈2011年 1 月号〉

巽　和夫
　どなたが拙稿に一票を投じられたか、お礼
申し上げるとともに、世間の眼は恐ろしいも
のだと痛感している。ここ数年、「建築社会
研究」を僭称している一人として、権威ある
「建築と社会」誌に場を頂いた上に、伝統ある
協会から授賞下さったことに深謝し、年寄の
冷水を顧みず、いま暫くの励みとしたい。
　昨年 3月 4日締め切りであったが、間もな
く大地震が起こり津波とメルトダウンにも見
舞われるという、大自然は法則通りにプレー
トを動かすべく既にじわじわと準備しつつ
あった時に、そんなこととは露知らず正に想
定外、能天気な拙文を弄くっていた。
　その後の一年数ヵ月、猶生きている者は自
らの無力と不明を忸怩たる思いで責め、無能
冷酷な政府・官僚を攻撃して憂さを晴らして
いるが、状況は一向に好転せず混迷を深めつ
つある。そしてまたどこかで、今、プレート
が跳ね断層がズレ私の人生が途中でプツンと
終わる、かもしれず…
　「ファースト」も「セカンド」も根こそぎ
場所を剥奪された多くの人々のこれからはどう
なるか、果たして「サードプレース」を論じる
意味はあるのか。固より人々は共に生き続けざ
るを得ぬ以上、「サードプレース」的なるもの
を求め生み出す動きはあろうけれど、災害便乗
の「創造的復興論」に惑わされることなく、先
ずは「ファースト」たる住まいと「セカンド」
たる仕事の確保こそ絶対の要件である。
　飽くなき欲望のまま刹那にしか生き得ない
我々の性を如何せんと思いつつ、しかし一方
では、「そんなこと言えたオレか」という声も
耳底に響いて止まない。

論考部門

「サードプレイス」考
〈2011年 4 月号〉

舟橋國男
　昨年4月上旬の当初の原稿の締切日のこと。
ひょんなことから、あと10～12頁、一週間ほ
どで執筆できないでしょうか、と相談をいた
だきました。30分ほど博士後期課程の米澤隆
君と打合せ、当時、メディアで毎日報道され
ていた通常寝泊まりする前提で計画されてい
ない避難所での住まい方について建築分野と
してルポすべく、その翌々日には、名古屋を
発って岩手経由で宮城県内の避難所へ入りま
した。名古屋に待機した荒木省吾君と坂本睦
さんには、現地からメモや写真を送りつつ電
話で打合せることで、限りある時間の中で手
描きの平面パースを描きあげてもらいました。
長い歴史を有する建築と社会誌を通して、被
災地への、これからの建築計画への精神一到
の想いでした。
　そのときの経験が大きく、昨夏より、月に
数回、宮城県牡鹿半島の復興計画にて名古屋
から現地へ赴く際に、時をみては、被災後、
数日、数週間、数ヶ月、一年の、刻々と変わ
りつつある避難所や仮設住宅のお話を伺って
います。その度に、大きな社会、小さな社会
の中で、刻々と様相を変化させる建築や都市
について深く再考せざるをえないことばかり
で、昨春のルポがあくまで被災地の時間の経
過の一断面であったことを思い知らされます。
　ひょんなことからではあるものの、私たち
へ貴重な機会を与えてくださった建築と社会
誌へ繰り返し感謝申し上げます。（北川啓介）

論考部門

「東日本大震災の被災地を訪ねて」と
「日常を失った生活空間」

〈2011年 5 月号〉
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選考委員講評
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ਘΓϋΗȜ!ேȷ͉Ȃ࠺ಃ͈২ٛ଻̞̾̀ͅࣉ

̵̢̯ͣͦͥΏϋίσ̥̾ಢ෋̩̈́̾ͤ́Ȃൡ

౻஄Ⴏ̯̹֣ͦયͬဓ̢ͥȃȶ̦ۼߗ̹̯֚ͦ

നஂਗ਼࣐߆୼঑ഝȷ͉Ȃົ౷஠ఘͬঀ̽̀ځ

໼͙ͬႲ௽̵̯ͥ̈́̓Ȃ͈ۼߗ̹̥ͦٳͅځ೹

մ̦ບ̹̯ͦثȃȶၨ౓ηνȜΐͺθȷ͉Ȃୌ

঳௰͈ୃ࿂͂ၔ࿂̨͈͈͂̾̈́໐໦͈ಎೳܐུ

͞೒ͤา̫Ⴙ౷͈ۼߗႲ௽଻̦ਜ֝ͬޭ̞͛̀

ͥȃ

ȁაࣉ໐࿝͈ཤ୼ٚ߼ΙȜθͥ͢ͅȶ൐඾ུఱ

ૼब͈๭ब౷ͬང͇̀ȷ͂ȶ඾ુͬ৐̹̽୆ڰ

̢حȷ͈6͈̾σε͉ȂΞȜζ̦࿂ฒ̩Ȃۼߗ

̀Ȃॠধ̱͂̀ͺάȜσ̳ͥນ࡛ႁ̦̩ࣞྛႁ

എ̈́ඤယ̜̹́̽ȃड͈߃ა͉ࣉ൚̹ͤવ͈ͤ

̞̈́Ȃ૰๩଻̲̞͈̦ͬۜͣͦ̈́͜ఉ̞̥̈́Ȃ

࡛ા͈ેͬޙ৘̥̳̩ͩͤ͞ͅນ࡛̳ͥඤယ́

̜̹̽ȃொٰ͈ΗΛΙ̦͂̀͜ྛႁഎ́Ȃ֣ય

ͬͤ͢૬̵̞͈̯̹͂͜ȃȶΑΠΛ·ڰဥশయ

͈࿡ྶ̫ȷ͉Ȃຊ৪̢͈͈̞̭͂̈́̀ࡉ̢̦ࣉ

փ̦̹̜̽͜ࡉȂΑΠΛ·ڰဥ̥̞̦ͅ߿ਹါ

̜̥́ͥͬ෇ে̵̯͈̜̹ͥ́̽͜ȃ࠺ಃْܑ

̱͂̀૧͈ܰఱܰ࿅ٳอͬ࿒ঐ̳̭͈ͦ́͘ၠ

͉ͦ͂։̈́ͥΑΠΛ·͈փྙ͞૧̹̈́ث౵஻௮

͞ठ୆͈਀༹ͬͥ͛ݥ২͈ٛ͒࿚̞̥̫͂͜

̢̞ͥȃȶ΍ȜΡίτͼΑȷ͉Ȃಿා̹ͩͥͅ

ຊ৪͈࠺ಃ͂২ٛͥͩͅ۾ে̥̾ͅྥࢦ̦ࡉ

ྶ١ͅা̯̹͈ͦ́͜ྙޟ૬̩උ̵ܱͥ͘ম́

̜ͥȃ΍ȜΡίτͼΑͬა̲ͥஜͅ࿚ͩͦͥ

έ͹ȜΑΠίτͼΑ͞Γ΃ϋΡίτͼΑ͈हͤ

အ̞̾̀͜ͅ૬̩ࣉख़̳ͥণज̥ͣȂఉအ́ᔛ

ཾ̈́২̤̫ٛͥͅ૽ུ͈ޏ۪ۼৗഎ̈́փྙ̾ͅ

̞̀࿚̞̥̫̞̀ͥȃȶ࠺ಃ͂২ٛȷરͅ͏̯

̱̞ͩა̜͂ͥ́ࣉএ̠ȃ

ȁոષ̴̞ͦ͜࿹̹ͦै຦̤͍͢ა́ࣉȶ࠺ಃ

͂২ٛȷરͅ͏̯̱̞͈̜ͩ́ͥ͜ȃࣽٝȂ஖

࿹̹̥͈ͦ̈́͜͜ͅࣉ຦̤͍͢აै̹̽̈́͂ٸ

͈̦ఉ̥̹̽ȃ̩ࢩඋ৪͈୊ͬ฽̵̹̯דર͈

஖ͬࣉ৘࡛̳̹ͥ͛ࣽ͜ͅࢃຽ౲എͅȶ࠺ಃ͂

২ٛȷ͈༎ਬ͞৏ຊ̤̞̀ͅȂ֥͈ٛୟޭഎ̈́

४͞ح४ْ͈͂͜Ȃఉ̩͈փ̭̩̺̹̞͂ͬࡉ

̦ఱ୨̜́ͥ͂এͩͦͥȃུࣽ͂͜ࢃર͈ਇক

ͅ͏̯̱̞ܱͩম̦ȶ࠺ಃ͂২ٛȷধષͅ࿬൲

̱֥ٛ੨ঙͅอ૞̳̭ͥ͂ͬܢఞ̱̹̞ȃ

ɡ

選考委員講評

঍࣒ڠ୼੫ঊఱࡩ໌

֔ષٗ૽

ȁ3122ා͉ͅ൐඾ུఱૼब̦̜ͤȂ࠺ಃ͈ଲ

਋̫̹ȃȶᣏȷ͞ȶ΋ηνΣͬޣגఱ̧̈́͜ٮ

Ξͻȷ̞̹͂̽࡞ဩ͂͂͜ͅȂ૽͂૽̭̪ͬࠒ

̦͂࿚̹֚ͩͦා̜̹́̽ȃȸ࠺ಃ͂২ٛȹ͜

Ȃ̷̱̦̹̥͉ͦ̀̽̈́́͜ͅ׻ྫ̷̭͈͂͂

૬̞͈͉Ȃࣽٝ਋ર̳̭̹̠̻ͥ͂͂̈́̽ྙޟ

ඵ͈̾ა̦ࣉȂૼबஜͅ੥̥̹̥̥ͦͩͣ͜ͅ

̴Ȃ̜̹̥͜ૼब͈ࢃ২ٛͬࡉ೒̱̞̹̥͈̀

̠̜̭̺́ͥ͂͢ȃȶΑΠΛ·ڰဥশయ͈࿡ྶ

̫ȷ͂ȶȶ΍ȜΡίτͼΑȷࣉȷ͉Ȃ̻̓ͣ͜

ૼबͅࢃ੥̥̹ͦ͂݃̀ͦͩ͜࡞࿚ͅএ̞ͩ̈́

̭̺̠͂ͧȃ

ȁ̱̥̱Ȃ̷͉̹ͦ͘൚ட͈̭̜͂́ͥ͜ȃૼ

ब͈ࢃ੨࿚ఴ͉Ȃ̷͈͕̦͂ͭ̓඾ུ২͈ٛୟ

ා͈ࢹ௮๦Ⴛ̽̀͢ͅ୆͙੄̯̹ͦȂոஜ̥ͣ

ంह̱̞̹̀࿚ఴ̺̥̺ͣȃঀ̞਀͈̞̈́ȶΑ

ΠΛ·ȷ࠺ಃ̠ͬ̓ڰဥ̳̥ͥȂزೳ́͜૖ા

̞́̈́͜ȶ΍ȜΡίτͼΑȷ͉ຈါ͈̥̈́Ȃ͂

̞̹̽࿚̞̥̫͉Ȃੀ઀̱̾̾ܛถ̞̈́̽̀ͅ

ͥ඾ུ͈২ٛͬࡉমͅຝৢ̱̞̀ͥȃఱ̧̈́ম

଑̧๲̱̦ͭ́͘؛Ȃ̷ͦոஜ͈ܱ̜̦͂ͥ࠯

̞̦̻̦̈́ͥͅȂ႖୓ً̭̠̞̹̈́̽̀̽ͅݲ

͈໲ડͬඋ͚͂Ȃ࿚ఴ͈ࠑ௽଻̦̩͂̀͜͢

ȃȶ൐඾ུఱૼब͈๭ब౷ͬང͇̀ȷ̢̩ͥ̀ࡉ

͂ȶ඾ુͬ৐̹̽୆ۼߗڰȷ͈6͈̾σε͈͢

̠̈́ਜ֝̈́τεȜΠ̦ૼबೄͅࢃ੥̥̹͈ͦ

͜Ȃ಺औ͈ಎ૤ͬ౜̹̽ཤ୼ঙ̦Ȃ඾̥ࣼͣྗ

ಋ͈̠̈́͢ાਫ਼ͬౘැͅ۷ख़̱̞̹̥̀ͣݎْ

ͅఈ̞̥̺̠̈́ͣ̈́ͣͧȃ඾̥ࣼͣസঌ͈̥̈́

͉ͅ๰ඳਫ਼̧͓̠͂́͜࡞ાਫ਼̦ంह̱Ȃ̷̭̦

঵̞̹̽̀࿚ఴ̷̦͈͘͘ૼब͈ࢃ๰ඳਫ਼͜ͅ

ΑρͼΡ̱̞̹̞̠̭̦̀̽͂͂Ȃ๱ુͅၻ̩

໦̥ͥȃ

ȁ̭̠̱̀აࣉ໐࿝ͬ͂ͥࡉȂ߃యً͈ا೾ͬ

֚ਔ̱̀Ȃ͉͜͞೏̞̥̫ͥ௖਀̴̤ͣ͜Ȃ͌

̹̳ͣু໦͈ඤ࿂͈͂୽̞ͅඏව̱̱̹̀̽͘

඾ུ২͈͕̭͍ٛͧͬȂ̠̓̽̀͞஢̞̩̽̀

̥̞̠͂࿚ఴ̦຾ષ̱̩̀ͥȃ͉́Ȃ̷̠̞̽

̹ণത͉Ȃैͥ௰ͅ୆̥̯̞͈̺̠̥ͦ̀ͥͧȃ

ȁ3122ාͅ۾ୌ́࠷დఴ̹͈͉̈́̽ͅȂȶఱि

ΑΞȜΏοϋΏΞͻȷ͞ȶ̜͓͈΅νȜΒΗ;

ϋȷ̞̹͂̽ఱिസ૤໐͈ໝࣣഎ̈́੸ުঔ୭

ͬಎ૤̱̹ͅठٳอ̜̹̦́̽Ȃ̷͈༷֚́Ȃ

ȶഛၑࡔعޗ಴ٛޗ૞৪ݑਫ਼ȷȂȶגࢄ૰Ք΅ς

ΑΠٛޗȷȂȶୌݠ૰২ܫ禱ਫ਼ȷ͈̈́̓ਕޗঔ୭

͞Ȃࣽٝ਋ર̱̹ȶಅಎܿ੅৘ྩࡄਘΓϋΗȜ!

ேȷȂȶ౻നஂਗ਼࣐߆୼঑ഝȷȂȶၨ౓ηνȜΐ

ͺθȷ̈́̓Ȃ࿒എ̦ྶ١̈́ౙܥෝ͈࠺ಃͅਜ֝

͈̦̈́͜ఉ̩̹ͦͣࡉȃ̭͈ͦͣ࠺ಃ͉κΣν

ιϋΗσ̈́଻̦̻ͣ̈́ͬ͜ڒȂਔ̥ͤͣፊၛ̳

̭̩ͥ͂̈́Ȃ໓̱̀͂ࠊȂܥ͈ځෝ͈֚໐̱͂

̀Ȃ಺გ̳̭ͥ͂ͬ࿒ঐ̳߹̦̜̹࢜̽ȃ̱̥

ಃ̦ȂȶΑΠΛ·ȷȂȶ΍ȜΡίτ࠺͈̭̱ͣͦ

ͼΑȷȂȶ๰ඳਫ਼ȷ̞̹͂̽࡞ဩ͈෸ͅࢃஆ͚Ȃ

঵௽خෝ̈́΋ηνΣΞͻࢹಃ͈ါ୏ͅ؊̢̹࠺

ಃ଼ͤͅං̞͉̞̹̦̞̀ͥ͂́͘࡞ȃ̻ͧ͜

ͭȂ࠺ಃ଼ْ͉̥ࠗͣۖ́͘ಿ̞ා̫̥ͥͬ࠮

͈́Ȃ͈̪̳ࣽͬͅܨߗ฽̧͉̭̳̈́́͂ͥד

̞ȃࣽࢃȂ࠺ಃ̷̹̞̠̦̻̹̽ز࿚ఴ͂Ȃ̞

৿̹̞ͤȃࡉ൰̱̞̩͈̥̀ಕփ૬̩ڒ̥ͅ

ɡ

選考委員講評

਎ޗڠୌఱ۾

୼ೄਏࢺ

ȁ࠺ಃै຦͉Ȃ֚ষ஖ͅࣉॼ̹̽22ै຦͈̳͓

̞࡛̀̾̀ͅ౷ͅ໇̧ȂளऺȂਔ༏۪۾͈͂ޏ

߸൝͈ږ෇࣐̹ͬ̽ȃȶಅಎܿ੅৘ྩࡄਘΓϋ

ΗȜ!ேȷ͉Ȃ౷଎̧̹ͬ͂ͅࡉȂ५͈ಎ͈̓

ાਫ਼̢̜̠̠̞ͥ́ࣾ̽̈́̈́͢͢ͅࡉ̥̭ͣ͜

̹̜̈́͂এ̞࣐̹͈̺̦̾̾̽Ȃ͂̀͜ܨ঵̻

͈ၻ̞࠺ಃ̺̹̽ȃঅ̞ڙภ͉̜͈̺̦́ͥȂ

୭ࠗ৪͈փ଎͂ΟΎͼῧ̦̠̩ࣣ̀͘͜౿̱

̞̀ͥ͂এ̹̽ȃවͦঊ̞̈́̽̀ͥͅඤ໐͈͂

Ⴒ௽଻ȂளऺȂΟͻ͈ٸ࿹̤ͦ̀ͤȂඤ͜߸۾

ΞȜσȂ̦̓ͦ͜ොං̧͈̜̹́ͥ́̽͜ȃ

ȶၨ౓ηνȜΐͺθȷ͜൳အ́Ȃ̳͓̀ͅಢ෋

̯̦̲ۜͣͦͥȃ̯͈ࣞଷ̜̀̽͜ࡠ౷ͅئೆ

̹͛ͣͦಎೳ͂൐ୌ͈ൽ̪ͬࠒ෻౾଼͈̭͜ࢹ

ાਫ਼ͅ͏̯̱̩ͩȂளऺ͞ΟͻΞȜσ͈஖఼̦

૤౷̩͢Ȃࠇश͈ৢ૯ո͈ٸ໐໦͂̀͜͜ၻ̞

̲̹͂ۜȃȶ౻നஂਗ਼࣐߆୼঑ഝȷ͉Ȃࠇश

͈ৢ૯̦ၻ̩̞̦̈́Ȃಛ৬ાͬಎೳ̱͂̀৾ͤ

ࣺ̺ͭ෻౾଼̦ࢹ࿹̞ͦ̀ͥȃ๊֚ͅȂ̭͈ਔ

༏̀͛͜܄཰͈̭͈̓ܰ࿅͈̦࣐߆Ȃົ౷͈฼

໦̦࠺໤Ȃॼ͈ͤ฼໦̦ಛ৬ા̞̠͂ࠁ৆́Ȃ

̻͙̩̈́ͬ̾ͥ͘ণത̫̞͈̦ࠧ̀ͥ͜ͅఉ̞

ಎȂ״ൽ଻ͬփে̱̀ಛႊા͞ಛ৬ΑβȜΑͬ

ࣺ̞৾ͤͭ́ͥȃ५਀ۚ஌͈̞״ੜၑ͉ͅ৹ۙ

݃࿚̲̦ۜͥ͜Ȃளऺ͜՛̩̩̈́Ȃ਎રै຦͂
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̱̹ȃ

ȁ୙̱̩͜਋ર͉ͅঢ̥̹̦ͣ̈́̽Ȃȶୌݠ૰

২ܫ൜܁ȷ͉Ȃܡం͈૰২͈̓૯ͭಎͅ૧̹

౻૬̞ै຦́Ȃྙޟ໤ͬ௩ಃ̱̹෻౾ષ࠺ͅ

͈ୌ௰͈ಋഝ̥͈ͣ໓ࠊ൝Ȃ଼̞̱͂ͥ̀ࢗ

এ̢ͥȃ̹̺Ȃ࠺໤͈ඤ໐ၰზ̜ͥͅळಿ̩

ॽ୨ͣͦ́࡫૯ͭಎ̦ᕒ͈ئ঵̻͈ၻ̞Ⴝܨ

̞͈̺̫͉̠̱̀ͥ̓̀͜ොං̦̞̥̥̈́̽

̹ȃ̯ͣͅȂ੄࢛͈̭͈͈͂ͧޘளऺȂΟͻ

ΞȜσ֑͜ͅგ̲̹ۜͬۜȃȶఱिີ࣭୆ྵΫ

σȷ͉Ȃփဳഎ̈́৾ͤழ͙̦̯̹̈́ͦै຦́

̜̦ͥȂ̞̈́ͭ͂̽̀͜ඵ࿂̦࿂̳ͥिݢ൐

೒੸ഝ۾͈͂ځ߸̦ၻ̩̞̈́ȃႲ௽̳ͥ੸ഝ

ഷ୨̵̴̯̞͈̦̞ͦ̀ͥ͘ȃ੸ͬۼߗ͈ځ

ഝ̢͜ࢹ͈͒ځၻ̩̩̈́Ȃ࠺໤ͬൽႹ̥ͣ

ΓΛΠΨΛ·̵̯̀෻౾̱̹̺̫͈̠͢ͅ

̞͈̦̈́̽̀ͥఱ་ॼැ̜́ͥȃȶཅޘঌ༗࠲

ਫ਼Ȇ༗࠲ΓϋΗȜ̭͍̓͜ݞอోΓϋΗȜȷ

͉Ȃ੄ව࢛͈ͤਹါ̈́ͺίυȜΙ͈ഷಎȂऒ

਀ͅಛႊાȂ਋କ௑৒̦̜ͤȂࠫضഎͅȂͺ

ίυȜΙ͈ष̢͈̭̠̱̀͘ͅࡉ໐໦͈ΟΎ

ͼϋ̦ၻ̩̩̈́ॼැ̜́ͥȃಎೳͬս͚ಛ৬

ા͈৬͜Θͼτ·Π̢̤ͤ̀ͅࡉȂ̭̭͜ॼ

ැ̭̈́͂ͧȃ̷͈ఈ͈ै຦̞̾̀͜ͅȂಢ෋

ͅ੄ြ̞̀ͥ໐໦̷̠̞͂́̈́අͅၔ͞ზ͈

໐໦͈ளऺ͞ΟͻΞȜσȂե̞ͅओ͈̜͈ͥ

̦ॼැ̺̹̽ȃ

ȁაࣉ໐࿝͉ఈ͈ૣऔտ֥࣒ບͬ४ચ̯̹ͦ

̞ȃ

ɡ

選考委員講評

ఱिঌၛఱޗڠ਎

౓࢛ဓঃ࿟

ȁै຦໐࿝̞̾̀ͅȂ΀ϋΐΣͺ͈ྎ୘̥ͣ

֣યͬ੆͓̳͘ȃ

ȁȶಅಎܿ੅৘ྩࡄਘΓϋΗȜ!ேȷ͈ల֣֚

ય͉ȶ͈̠̓̈́͢૽̦ࡄਘͅང̥ͦͥ໦̥

̞̦ͣ̈́Ȃ஄Ⴏ̯̹ͦ۷͂ྫࣸ̈́ٸඤ۷͈

ΆλΛί̞̱͕̱ͬ́ͭڢȷ̞̠͈͂́͜

̜̹̽ȃ୭ࠗ౜൚͈നಎ࢕ങঙ͂ࡄਘਫ਼ಿ͈

๶ॄୃྶঙͅ࠺໤͂ίυΈρθ̞࡛̾̀ͅ౷

ٜ́୰ͬೀ̩ͬٛܥං̹ȃ̭̠͌͂͂́͂࡞

ఘͬಎ૤̱̹͈͂͜௮ͤܿ੅͈ഥઇߏಃ࠺

͈ાͬ೹̞̱ͥ̀ރȃ઄࿂ୟ2211໹ༀ̜ͤ͘

͈࿩฼໦ͬঀ̽̀SDߏఘ͈ঔࢥഷಎ͈κΛ·

ͺΛί̦ಎ؇ͅନ̢̞ͣͦ̀ͥȃ࿩411͈ະߓ

ࣣম႕ͬେࣺ̜ͤͭ́ͤȂષݭ২֥́͜஠࿚

ୃٜ̦ඳ̱̞ȃ̯̀ٸ๧̱͈͂̀࠺ಃै຦ͅ

࿒̫ͬ࢜ͥ͂ཤ௰০࿂͈ົ౷͈ධ௰ͅ࠺໤ͬ

෻౾̱Ȃධ̥͈ͣೄৣ඾ͬ࢕๰̫ͥ͂͂͜ͅ

૬̞ࡌ๝ͬ୭̫̀Ȃأഽओ۟ͥ͢ͅܨΩΛΏ

ήߗ಺̱̞͂̀ͥȃ࠺୭࡛ા͈ఘڠࡑਘ̞͂
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̞̈́̽̀ͥȃ୭ࠗ৪͈༕͉ͼΣΏλσ͜ρϋ

ΣϋΈ͜υȜ΋ΑΠ̜̞̠́ͦ͂୲చૄ̥࠯

ͣȂளऺ̳̥ͬڰȂুட۟ͬܨဥ̞ͥȂߏఘ

̢ࣉෝ̥́̾Ώϋίσ̞̠̭͂͂ͬخಫڐ͉

̀୭̱̹ࠗࠫض୆̹ͦ͘გ໓࠺ಃ͈΀ΛΓϋ
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■第11回読者と選ぶ「建築と社会」賞
　選考経過

○1次選考
2012年 3月13日　本会編集委員会において、
読者投票の結果を踏まえた1次選考を行った。

1次選考により選出された作品・論考
［作品部門－11点］
・大阪富国生命ビル（2011年 2月号）
・竹中技術実務研修センター 想
　（2011年 3月号）
・ 豊橋市保健所・保健センター及びこども発
達センター（2011年 3月号）
・池田泉州銀行夙川支店（2011年 4月号）
・龍谷ミュージアム（2011年 6月号）
・あべのキューズタウン（2011年 7月号）
・ 第百六十二母屋 天理教河原町大教会信者
詰所（2011年 7月号）
・医療法人 篤友会 坂本病院（2011年 9月号）
・御影神愛キリスト教会（2011年10月号）
・西宮神社 祈祷殿（2011年12月号）
・ 京都東宝公楽ビル ロイヤルパークホテル
ザ 京都（2011年12月号）

［論考部門－13点］
・ストック活用時代の夜明け（2011年 1月号）
・BIMによる設計で見えてきた「改革」
　（2011年 2月号）
・「サードプレイス」考（2011年 4月号）
・「『東日本大震災の被災地を訪ねて』と
　『日常を失った生活空間』」（2011年 5月号）
・新大阪ビルディング（2011年 6月号）
・建築と土（2011年 7月号）
・鉄道が都市を活性化する（2011年 8月号）
・駅と街の記憶（2011年 8月号）
・ 新しい大阪駅 OSAKA STATION CITYの
誕生（2011年 8月号）
・性能による防火設計と木の活用 木材開館
　（2011年10月号）
・海水煉り・海砂コンクリート
　－人工岩塩層－（2011年11月号）
・構造教育と社会（2011年12月号）
・阪神・淡路大震災の教訓を伝える
　（2011年12月号）

○2次選考
2012年 4月19日　選考委員4名による選考委
員会において、 2次選考を行い、作品部門入
賞3点、論考部門入賞3点を選出した。

■選考委員（敬称略）
田中直人／摂南大学教授（委員長）
井上雅人／武庫川女子大学講師
江川直樹／関西大学教授
谷口与史也／大阪市立大学教授


